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PwCの「Bi-Annual Financial Services Compliance Testing
Survey」の概要

• サーベイの参加者
- グローバル全体で40行が参加、第2線でのテスティングについて責任を有す

るコンプライアンス担当役員がサーベイに回答
◦ 参加行の資産規模： 70億米ドル～2,500億米ドル超
◦ 参加行の80％は米国に本店を有する
◦ 参加行の44％はグローバルに事業を展開

• サーベイの主な内容
- 組織体制
- リソース
- テスティング計画の策定
- テスティングの実行
- 情報システム、データアナリティクスの活用
- 業界全体のトレンドと主な課題
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サーベイの主な結果（抜粋）

コンプライアンステスティングに関する主要課題（上位3つ）：

52%
41% 37%

Issues with availability and retention of staff
resources

Difficulty of getting buy-in and cooperation
from the lines of business

Issue with achieving efficiencies among
enterprise-wide risk assurance functions効率性の実現ビジネス部門からの

協力の取り付け
テスティングのための

リソースの確保、
従業員の流出防止に関

する課題
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サーベイの主な結果（抜粋）

コンプライアンステスティング機能構築のために必要な施策（上位3つ）：

コンプライアンステス
ティング担当者のスキ
ル・知識レベルの向上

第1線／第2線／第3線
間、各防衛線内での
協業の促進

さらなるリソース（担当
者）の確保

92％ 88％ 84％
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サーベイの主な結果（抜粋）
コンプライアンステスティングに関する主な課題

リソースの制約は、コンプライアンステスティング高度化の大きな障害となっている。

自国の労働市場において、コンプライア
ンステスティング担当者の候補となりうる
人材が不足している

63％

コンプライアンステスティングの実行に必要
な担当者が確保されている

90％

83％

金融機関間での人材獲得競争に直面して
いる

70％

予算の面で制約がある
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サーベイの主な結果（抜粋）
コンプライアンステスティングに関する主な課題

コンプライアンステスティングにおける情報システムやデータアナリティクスの活用は、まだ発展
途上である。

25％
情報システムやデータアナリティクスが導入
されており、継続的な改善が行われている

32％

計画立案／導入の初期段階にある

0％
ベストプラクティスが実現され、テクノロ
ジーを活用した効果的なコンプライアンス
テスティングが実施されている

32％
計画が立案され、導入が行われている

11％
データアナリティクスは殆ど活用されてい
ない、あるいは全く活用されていない

また、将来へ向けた改善計画も限定的で
ある
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主要金融機関におけるコンプライアンステスティングの現状

主要金融機関においては、テクノロジーの活用による効率化、テスティング手法の標準化の2つ
が主要課題として認識されている。

• 主要金融機関において認識されている主要課題は、「テクノロジーの活用による効率化の実
現」「テスティング手法の標準化」

• 現時点では、コンプライアンステスティングにおいてデータアナリティクスを活用している金融
機関は25％程度にとどまる

• テスティング実施部門にテクノロジーの専門性を有した人員を配置している金融機関は限定
的である

• テスティング手法等の現状については下記のとおり：

• リスクアセスメント手法は、75％の金融機関がボトムアップとトップダウンの組み合わせで実施している

• リスクの高低によりテスティングの対象を決めており、ハイリスクエリアについては少なくとも年一回のテスティングを実
施している金融機関がほとんどである

• 約70％の金融機関がコントロールテストと個別取引レベルのテスティングの組み合わせで実施している。30％の金融
機関ではおおむね個別取引レベルのテスティングを主体として実施している

• 約75％の金融機関ではテスティングについての品質管理（QA）を実施している
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コンプライアンステスティングの高度化へ向けて
情報システム、データアナリティクスの活用

リソース上の問題の解決、効率性の向上、協業の促進といった観点を考慮すると、コンプライア
ンステスティングにおいて情報システムやデータアナリティクスを積極的に活用すべきであると
考えられる。

• コンプライアンステスティングに関して、テクノロジーに関する人材の採用、社内IT人材の集
約を実施

• 早期の効果創出が見込める領域について、情報システムやデータアナリティクスのパイロット
導入の実施

• ビジネス部門や他のリスク管理機能との連携を実施（オペレーショナルリスク、情報セキュリ
ティ、内部監査といった、テクノロジーに関して同様のニーズを持つ部門と連携）

• 部門横断的な取り組みとの連携を実施（例：自社のガバナンス・リスク・コントロールインフラの
更新プロジェクトとの連携）

• テクノロジー導入に関する取り組みを加速させるため、外部のリソースを活用（コソーシング）
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コンプライアンステスティングの高度化へ向けて
情報システム、データアナリティクスの活用

コンプライアンステスティングにおけるデータアナリティクスの活用（イメージ）：
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